


どうして図書館サークルが絵本の読み聞かせ？

Libroは読書推進活動の一環として、子どもたちに絵本に親しんでもらい、
将来の読書につなげるべく保育園や幼稚園を訪問しています。

小規模保育園あんよ

まちスポらぼ

ホームカミングデー



事前に来場者の年齢層が分からない会場は、絵本の
対象年齢を幅広く準備する必要がある。
絵本を持つ高さや角度に問題があった場合に、自身
ではそれに気づけないため、メンバー間でのサポー
トが必要になる。
大学の図書館での絵本の蔵書が少ないため、図書館
と連携し、充実させることが必要である。
子どもたちの緊張を解いたり、より楽しんでもらう
ために、一緒に手遊びやダンスをすることも必要な
のではないか。

学園幼稚園

今後の課題



ビブリオバトルとは？

ビブリオバトル公式ウェブサイト
http://www.bibliobattle.jp/sozai-shuu

ビブリオバトル活動報告

2019年度教育後援会総会・父母懇談会において、
ビブリオバトルを開催しました。

ビブリオバトルは「人を通して本を知る。本を通して
人を知る」をキャッチコピーに、全国の学校教育機
関で開催されている書評イベントです。バトラー（発
表者）が持ち時間3分でオススメしたい本を紹介、最
後に参加者が「この本を読んでみたい」と思った本
に投票し、多数決で「チャンプ本」を決定します。

「スネ夫」という生き方

横山 泰行
今回のビブリオバトル
では、部長こと木下が
優勝させてもらいまし
た！司会進行も任さ
れており、二重に緊張
していましたが、無事
チャンプ本に選ばれ
ました。部長の尊厳を
保ててよかったです。



ブックカフェとは私たちLibroが主催しているイベントの1つで、飲み物を飲みながら気軽に本に親しんでもらおうと
いう思いから企画したものです。飲み物・菓子類は無料で提供しています。少しずつにではありますが、学内で
のブックカフェの認知度が上がっており、図書館の来場者増につながっています。

ブックカフェとは

第１回ブックカフェ活動報告

第１回ブックカフェ（4月）

図書館が行っていたブックカフェをLibroが
受け継いでからの初めての開催となりま
した。この頃は、まだ部員も少なく運営に
苦労しましたが、来場者108名となり目標
の100人を何とか達成することが出来まし
た。

カフェの様子 受付

第２回ブックカフェ
活動報告

第２回ブックカフェ(10月)

２回目からは「テーマ」と
「シーズン」を意識しました。
写真部に協力を依頼し、カ
メラ初心者に向けた本の展
示コーナーや投票形式の写
真コンテストも実施され、来
場者数は215名と過去最高
の盛り上がりを見せました。

写真部とコラボし
た写真コンテスト

ハロウィンを
意識した装飾



あかし市民
図書館

図書館内にド
リンク提供の
設備を完備

まちスポ神戸

まちづくりスポット神戸
公式HP

まちスポ神戸（まちづくりス
ポット神戸）とは、地域で暮
らす人々の地域の為の活
動をサポートする目的で
BRANCH神戸学園都市に
2013年12月に開設された
施設です。流通科学大学か
らは徒歩15分の距離にあり、
地域連携の拠点としてLibro
の活動を支援いただいてい
ます。

【活動趣意】

◎世代･価値観･生活スタイルを
超えて、人々が集いつながる場
を創り出します。

◎市民主体の社会を実現する
ため、市民の自発的活動支援･
促進し続けます。

◎地域に存在する様ざまな資源
を活かし、暮らし続けたくなる魅
力的なまちを目指し続けます。

2017年1月、兵庫県明石市の
JR明石駅前に、「あかし市民
図書館」がリニューアルオー
プンしました。本のまちづくり
を施策に掲げ、2013年から人
口増を続けている同市の、賑
わいの拠点となっています。

その活動を支えるボランティ
アとしてLibroも図書館の運営
に携わっています。

児童書エリア内の書架

あかし市民図書館
公式HP



今後の展開
これらの活動を通じて私たちは

子供たちへの
読書推進活動

近隣幼稚園などへ絵本読
み聞かせ訪問の継続

大学図書館との連携
ブックカフェの継続と改善、
管内企画への参加

行政との連携
まちスポらぼや

近隣図書館との連携

地域への貢献
地域のイベントに
積極的参加

この４つのことを軸とし、
これからも活動をしていきたいと思います。


